ジュニアドクター育成塾　
企画提案書

・作成にあたっては、特に指定がない限り、適宜図表等を用いて構いません。
・赤字は記入にあたっての補足事項です。応募時には、冒頭の赤字を含めてすべて削除してください。
・記入枠は、必要に応じて拡縮して構いません（ページ数を特に指定している箇所を除く）。

・文字化けを避けるため、MS明朝体、MSゴシック体、Century、Arielフォントの使用を推奨します。
・ファイルサイズは１０MBを上限とします。

・提出時のファイル名は【実施機関名】としてください。
【１】応募概要
	企画名
	

	ふりがな
	

	実施機関名
	

	ふりがな
	

	実施責任者名
（役職、氏名）
	応募者にあたる機関の長（例：大学であれば学長）名を記載してください。

	ふりがな
	

	実施組織名
	

	所在地
	〒

	連絡先
	電話                         E-Mail
FAX

	ふりがな
	

	実施主担当者名
（役職、氏名）
	

	共同機関名
	（あれば）

	連携機関名
	

	企画概要
	項番【３】で記載した「企画内容」のエッセンスを３００字程度でまとめてください。
採択時の公表資料等として使用しますので、高度な専門用語や略語をなるべく避け、平易な表現で記述してください。また、図表は使わないでください。


※本提案書における用語については募集要項を参照してください。
※本提案書において、募集要項に示されている審査の際の【推奨項目】に関わる記載を行う場合は、該当の記述箇所にマーカーで色づけするなど、わかりやすく示してください。

【２】実施機関の概要　
実施機関の設置目的、経緯、特色等について、概要がわかるように記述してください。

特に、教育活動等に関して特筆すべきことがあれば、記述してください。　　　
	※1ページ以内に収めてください。


【３】企画内容
（１）全体の目的、目標

企画の目的と達成目標を、以下の観点を含めて記述してください。
実施期間（最大５ヵ年度）を通した支援をJSTから受けることを前提とし、達成目標は実施期間終了時のものとします。
◆科学技術イノベーションを牽引する傑出した人材の育成に向けて高い意欲や突出した能力を有する児童生徒を
さらに伸ばすための取組を行う目的、実現したい目標、背景となる問題意識

◆受講者の意欲・能力を見出す際の具体的観点と育てたい人材像(育てたい人材像の詳細は【３】（３）で記述して
ください）。
	通算５年間を想定した企画においての目標（育てたい人材像を含む）および実現すべき結果について、具体的に記述してください。


	◆企画の背景　　次のi)とii）を含め、具体的に記述してください。
i) これまでの類似の活動の実績・成果と解決すべき課題

ii)上記を踏まえた本企画での重点項目・強化点


（２）全体概要図

５年間にわたる計画について、育成目標・実施内容・実施体制を含む最終の全体概要のイメージ図を作成してください。取組初期段階との違いがある場合は、それがわかるようにコメント等で補足してください。
	A4　1枚　　　



（３）　人材育成の目標設定　（育てたい人材像の育成要件）と取組との関係
(1)で記述した本プログラムで「育てたい人材像」について、目標とする資質・能力を具体的に記述してください。

また、上記の目標とする資質・能力と取組とがどのように結びついているのか、育てたい能力や資質の内容と取組概要との関係も併せて記述してください。（なお、ここで記載した内容は、計画変更の手続きを経ることにより、実施期間中に変更することは可能です。）
＊育てたい能力や資質の設定の仕方や項目数は任意です（例として｢知識面｣「能力・スキル面」「意識・情意面」それぞれについて設定することが考えられます）。

　以下の①～④の項目について、下記の表に記載してください（表をA4横長にすることも可）。
①本プログラムでの「育てたい人材像」に照らして目標とする具体的な育てたい能力や資質。
②「育てたい能力や資質」とは何が出来ることを指しているのか、その定義を可能な限り具体的に。

③上の②で記述した具体的な内容の目標水準（どういう水準を達成すれば当該受講生は目標を達成したと言えるのか）

④上の③で記述した目標水準に受講生を育成するためにどんな取組が必要・有効と考えているか、②の資質・能力の具体的内容と取組概要の対応の簡潔な記述。

※プログラム開発が基本的に終了した段階での、第一段階の育成プログラムを修了した時点と、第二段階の育成プログラムを含めてすべて修了した時点のそれぞれの達成目標がわかるように記述してください。
※全体として標準的に達成を目指す水準のみならず、特に特定の分野の優れた能力や独創性を有する受講生の可能性も考慮した目標となるよう工夫してください（挑戦的な項目の設定や、③のレベル別設定など）。

※受講生全体の中で、各能力・資質について目標水準に達する受講生の割合を具体的にどのくらい期待するかについては、採択後の計画書で記載していただくこととします。
※取組の詳細や、｢育てたい能力や資質｣の具体的な評価の方法、取組の効果検証については、「（５）５年間の詳細計画」で記述してください。

【第一段階の育成プログラム修了時】

	①育てたい能力・資質
	②育てたい能力・資質の定義
	③目標水準
	④育成のための取組

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


【第二段階の育成プログラム修了時】

	①育てたい能力・資質
	②育てたい能力・資質の定義
	③目標水準
	④育成のための取組

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


注）
・第一段階と第二段階を一枚にまとめて記載することも可（できる場合）。
・必要に応じて、行・列を挿入してください（「育てたい能力資質」を複数の階層に分けて考える場合等）。
（４）実施年度ごとの重点目標

各欄に記載の観点を含め、実施期間（最大５ヵ年度＋６年度目以降）各年度の重点目標（実現したい状況）を年度毎に箇条書きで記述してください（「募集要項」15ページ参照）。

	初年度
	＜実施・指導体制＞
＜育成プログラムの開発（受講生評価を含む）＞

＜成果の把握＞



	２年度目
	＜実施・指導体制＞

＜育成プログラムの開発（受講生評価を含む）＞

＜成果の把握＞



	３年度目
	＜実施・指導体制＞

＜育成プログラムの開発（受講生評価を含む）＞

＜成果の把握＞



	４年度目
	＜実施・指導体制＞

＜育成プログラムの開発（受講生評価を含む）＞

＜成果の把握＞



	５年度目
	＜実施・指導体制＞

＜育成プログラムの開発（受講生評価を含む）＞

＜成果の把握＞



	６年度目以降
	


（５）５年間の詳細計画
前項（４）の重点目標を踏まえた計画を、年度ごとに、以下の観点を含めて具体的に記述してください。
特に、実施機関と連携機関（・共同機関）、実施組織等の役割が明確になるように記述してください。

なお、自己財源等によって実施する部分や、連携する活動がある場合は、その旨が分かるように記述してください。
· 受講生の募集方法、受講者の意欲・能力を見出す具体的方法、カリキュラム・連携手法・指導法等、育成プラン開発、ならびに開発したプランに対する検証方法

· 第一段階、第二段階の育成プログラムにおける受講者育成の達成目標と検証方法

· 他機関への波及効果（社会的貢献）に関する計画
※赤文字で示した観点については、必ず含めて記入してください（詳細は募集要項を参照してください。）。
※２０２２年度以降の計画については、各項目について、前年度との同異、変更・充実点がわかりやすいように記述してください（重複する記述は、できるだけ避けてください）。
※罫線は必要に応じて増やす・広げるなどして記述してください。
	２０２１年度
	◆受講生の育成目標
１）「育てたい能力・資質」の育成目標
・第一段階の育成プログラムの今年度の達成目標
・第二段階の育成プログラムの今年度の達成目標（今年度に実施する場合）
※「（３）人材育成の目標設定」で設定した目標の記述を踏まえ、今年度の達成目標を記載してください。
　
２）科学技術コンテスト等への参加目標
種別
参加目標人数
備考
３）その他の育成目標（上記にあてはまらない育成目標がある場合）
※上記「育てたい能力・資質」の育成目標、科学技術コンテスト等への参加目標、その他の育成目標は、各年度とも記載してください。

	
	◆受講生の募集・一次選抜
募集人数：
対象生徒：

対象地域：
＜募集方法＞
周知方法：
公募方法：
公募以外の方法：
募集体制：


	
	＜選抜方法＞

	
	実施体制

	
	選抜方法


	
	◆育成プログラムと指導体制・指導方法

①実施期間＊第二段階育成プログラムの期間が個々に異なる場合は最短と最長期間を記載
第一段階育成プログラム実施期間：
第二段階育成プログラム実施期間：
②受講生数
第一段階育成プログラム受講生数：
第二段階育成プログラム受講生数：
③第一段階育成プログラムの内容
（学習の内容、時間数・実施回数、実施場所、手法・ツール等具体的に）
④第一段階育成プログラムの受講生個々の育成手法

主体的・能動的な学習を促す工夫：
受講生個別の目標設定の方法と達成に向けた指導内容：
⑤特定の分野の優れた能力や創造性を有する受講生がいる場合の対応プラン

⑥メンターに求める具体的な役割
⑦メンターの研修内容

⑧第二段階育成プログラムの選抜方法（選抜基準含む）

⑨第二段階育成プログラムでの指導内容（研究のテーマ設定の方法含む）
⑩メンターのマネジメントを含む指導体制(特に第二段階育成プログラムを組織として推進する方法)
※二次選抜や第二段階育成プログラムを本年度内に予定していない場合は、その旨を記載してください。

	
	◆受講生の評価
①　受講生の達成水準と伸長を評価する信頼性と妥当性の高い評価手法（具体的な評価基準と評価方法（実施体制やタイミングを含む））― 取組前、第一段階、第二段階それぞれについての評価方法及び当初の目標に対する達成度を評価する具体的計画
※二次選抜や第二段階の育成プログラムを本年度内に予定していない場合は、その旨を記載してください。


	
	◆成果の把握と効果検証、成果の波及・伝搬
①　募集・選抜、育成プログラム、受講生の評価等、各取組の検証の観点（・指標）＆方法
②　科学コンテスト等の実績把握
③　受講生の変容など、継続的な学習活動の成果の「見える化」
④　各取組のノウハウの顕在化・一般化の方針・計画
⑤　取組終了後の修了生との関係性の維持や活躍状況の把握（追跡調査）に関する方針・計画
⑥　開発された手法・成果の社会的伝搬・波及（社会貢献）
※上記項目で、本年度実施予定の無いものについては、記載している該当年度をここで示してください。


	
	◆実施体制、及び、連携機関との協力
※「（６）実施体制」の項目で詳細を記述するものとしますが、本年度の取組としてとくに重視する事項があれば記載してください。「（６）実施体制」参照とすることのみでも可。（各年度について同様）


	２０２２年度
	◆受講生の育成目標　
※２０２１年度の注記参照
※以下については、前年度記載との変更点を中心に記載してください。同じである場合は、その旨を記載してください。（各年度・各項目について同様）


	
	◆受講生の募集・一次選抜


	
	◆育成プログラムと指導体制・指導方法

２０２２年度については、以下の観点を必ず含めて記載してください。
1 第二段階の受講生の指導内容（研究テーマを見出す方法含む）と指導組織体制


	
	◆受講生の評価

	
	◆成果の把握と効果検証、成果の波及・伝搬

	
	◆実施体制、及び、連携機関との協力

	２０２３年度
	◆受講生の育成目標
※受講開始年度が異なり在籍期間の異なる受講生の存在が想定される場合、それぞれの受講生の達成目標がわかるように記載してください。（以下、各年度も同様）


	
	◆受講生の募集・一次選抜


	
	◆育成プログラムと指導体制・指導方法



	
	◆受講生の評価

	
	◆成果の把握と効果検証、成果の波及・伝搬


	
	◆実施体制、及び、連携機関との協力

	２０２４年度
	◆受講生の育成目標

	
	◆受講生の募集・一次選抜


	
	◆育成プログラムと指導体制・指導方法



	
	◆受講生の評価

	
	◆成果の把握と効果検証、成果の波及・伝搬

	
	◆実施体制、及び、連携機関との協力

	２０２５年度
	◆受講生の育成目標


	
	◆受講生の募集・一次選抜


	
	◆育成プログラムと指導体制・指導方法



	
	◆受講生の評価


	
	◆成果の把握と効果検証、成果の波及・伝搬



	
	◆実施体制、及び、連携機関との協力


（６）実施体制
令和３（２０２１）年度の実施体制について、機関・組織・人員の配置と関係を、図を用いて説明してください。

下記については、必ず記載してください。

◆実施機関、連携機関（・共同機関）
◆実施組織　　※　学内で企画に参画する学部・センター等もあれば明記してください。
◆実施責任者、実施主担当者、担当者
＊募集・選抜、育成、評価計画を安定的･効果的に運営･実行していくための組織のあり方および考え方について
も記してください。
　　　　 ＊実施体制が、複数年度に渡って構築を要する場合は、初年度の体制をどう変えていく計画であるかを説明して
ください。
	


◆連携機関の役割

　　（６）実施体制図のうち、とくに連携機関の役割を具体的に、その実現可能性の程度を含めて説明してください。
役割遂行にあたって課題がある場合は、その解決策を含めて記載してください。
	


（７）実施期間終了後の予定
JSTからの支援終了後に、実施機関において、理数・情報分野に関して突出した意欲・能力を有する児童生徒をさらに伸ばすための企画をどのように継続、展開していくか、その方向性、方法等（資金調達方法含む）について記述してください。
◆実施体制、連携機関（・共同機関）との連携体制

◆学内他部門・連携機関以外の機関等との協力

◆企画内容、対象の拡大や改善
	


【４】実施期間（最大５ヵ年）の計画

	
	２０２1年度
	２０２２年度
	２０２３年度
	２０２４年度
	２０２５年度

	○本事業による取組
※自主財源部分を含む
＊右記の矢印表示は記入スタイルの一例です。
	
	
	
	
	

	○本事業以外の活動等

　
	
	
	
	
	


【５】２０２１年度の年間計画

	
	第１四半期
	第２四半期
	第３四半期
	第４四半期

	○本事業による取組
※自主財源部分を含む
＊右記の矢印表示は記入スタイルの一例です。
	
	
	
	

	○上記以外の活動等
　
	
	
	
	


【６】所要経費見込み　２０２１年度

令和３年度の所要経費について、費目ごと、種別ごとに主な内訳・使途、および見込み額を、積算根拠（計算式）とともに、記述してください。

	費目・種別
	主な内訳・使途
	予定合計金額（千円）

	直接経費
	①物品費
	設備備品費
	※取得価額が２０万円以上かつ使用可能期間が１年以上の設備備品、ソフトウェア（既製品）。理由書を添付すること。
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	②人件費･謝金
	人件費
	※雇用期間を通して専任となる場合以外は、エフォート率の設定による按分計上とすること。
	

	
	
	謝金
	
	

	
	③旅費
	内国旅費
	
	

	
	
	外国旅費
	※外国からの招聘費用（海外の児童生徒は除外）を含む。
	

	
	④その他
	
	

	一般管理費（直接経費総額の１０％以下）
	

	　　　　　　　　合計（１，０００万円以下）
	

	自己負担経費

（本企画に使用するJST支援

経費以外の自己負担部分）
	
	

	総合計
	


※「自己負担経費」には、実施担当者の人件費を含まないでください。

（記入の際は、募集要項「（参考）支援対象となる経費」をお読みください。） 
【７】所要経費見込み　２０２２年度～２０２５年度

２０２２年度から２０２５年度の所要経費について、費目ごと、種別ごとに見込み額を、記述してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	費目・種別
	２０２２年度
	２０２３年度
	２０２４年度
	２０２５年度

	直接経費
	①物品費
	設備備品費
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	

	
	②人件費･謝金
	人件費
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	

	
	③旅費
	内国旅費
	
	
	
	

	
	
	外国旅費
	
	
	
	

	
	④その他
	
	
	
	

	一般管理費（直接経費総額の１０％以下）
	
	
	
	

	合計（１，０００万円以下）
	
	
	
	

	自己負担経費

（本企画に使用するJST支援

経費以外の自己負担部分）
	
	
	
	

	総合計
	
	
	
	

	経費変動事由

※対前年度比で費目別に３割以上変動するものについては変動事由がわかるよう根拠となる式とともに示してください。


	
	
	
	


　　※本表は、各年度の予算内訳を確定させるものではなく、応募時の計画における目論見を確認するものです。各年度の成果検証・フィードバック等により一部内容が変更と
なるなどして、実際の各年度の予算内訳が変更となることは問題ありません。ただし、各年度の予算総額（上記において「総合計」欄）を途中で増額することはできません。

※「自己負担経費」には、実施担当者の人件費を含まないでください。

　　　（記入の際は、募集要項「（参考）支援対象となる経費」をお読みください。）
○○





○○





体制構築募集





連携





参加





本格的実施





参加





○○





○○





イベント、コンテスト





●





●





●





イベント、コンテスト





●





準備等





募集等　





○○





連携





本格的実施





移行





参加





○○





イベント、コンテスト





●
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